
Ｈ17.4月 職員の定員削減実績について 
 

 

【定員削減の目標】 

●目標数値： 対象部門の職員数のうち約１０００人の職員を削減 

 

●対象期間： １０年間（平成１５年４月１日～平成２４年４月１日） 
 

 ●対象部門： 一般行政部門、教育部門（教員を除く）、警察部門（警官等を除く）
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１．職員数の状況                            単位：人 
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合  計 5,047  4,981 ▲66 4,906 ▲75 4,783 ▲123 ▲264

削減率 － － ▲1.3％ － ▲1.5％ － ▲2.5％ ▲5.2％

   

 

 

２．Ｈ17年 4月 増減の内訳     
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３．主な増減 
   ●地方機関の見直し ▲１１３人 

・農業改良普及・林業改良普及の見直し 

・健康福祉センターの見直し 

・土木事務所３出張所の統合      など 

 

   ●組織の簡素化効率化 ▲３２人 

・フラット化、グループ化の導入（積み残し分）    など 

 

 ●事務事業の見直し ▲３８人 

・文化振興課と国際課の統合 

・生産振興課と畜産振興課の統合 

・高校総体終了 

・事業量減（地域振興業務、営繕業務） 

・現業業務の見直し            など 

  

●公共事業の削減 ▲４９人 

・農林水産部(▲18) 

・土 木 部（▲31） 

 

   ●新たな行政需要への対応等  ＋１１６人 

・市町村への駐在 

・大学改革 

・中期財政改革 

・県税滞納対策 

・児童相談 

・女性相談 

・医師確保 

・流通対策 

・企業競争力強化 

・第５大橋 

・出雲空港滑走路改修 

・全国高等学校総合文化祭 など 

 
●他団体派遣の見直し ▲ ７人 

・しまね産業振興財団、しまね海洋館、しまね女性センター など 

 
 
 
 
（参考）今後の削減見込み 
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退職者 ▲１３８ ▲１５１ ▲１５５ ▲９７ ▲１０５ ▲１７２ ▲２２０ ▲１９３ ▲２０２ ▲２０１ ▲１６３４

採用者  ７２  ７６ ３２ ３０ ３０ ３０ ８１ ８３ １００ １００ ６３４

削減数 ▲６６ ▲７５ ▲１２３ ▲６７ ▲７５ ▲１４２ ▲１３９ ▲１１０ ▲１０２ ▲１０１ ▲１０００

 
 


